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整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
待
合
室
で
隣
り
に
座
っ
た
方
が

話
し
か
け
て
こ
ら
れ
た
。

　
「
私
は
90
才
で
息
子
の
家
族
と
同
居
し
て
い
る
が
、
最
初

か
ら
台
所
・
ト
イ
レ
・
風
呂
も
全
て
別
々
、
ま
わ
り
に
気
を

遣
う
こ
と
な
く
自
分
の
事
は
自
分
で
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ

て
い
た
。
そ
の
人
の
生
活
の
姿
勢
が
表
面
に
現
れ
る
。
歳
を

感
じ
さ
せ
な
い
と
は
こ
う
い
う
事
か
と
自
分
も
見
習
わ
な
く

て
は
と
思
っ
た
。　
　

　

そ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
は
寡
黙
で
飾
ら
な
い
人
柄
で
優

し
い
。
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
ス
タ
ッ
フ
が
優
し
い
言
葉

を
か
け
る
。
院
長
の
人
柄
や
姿
勢
が
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
に

浸
透
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
再
拡
大
で
人
と
人
と
の
絆
が

ま
す
ま
す
薄
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
地
域
の
家
族
会
も
開
催
で

き
な
い
事
も
多
々
あ
り
、
当
事
者
会
も
発
足
し
た
が
継
続
し

て
開
催
出
来
て
い
な
い
。

　
「
あ
な
た
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
事
は
私
達
仲
間
が
知
っ
て

い
ま
す
よ
！
」
そ
う
言
っ
て
、
自
分
自
身
も
仲
間
か
ら
力
を

も
ら
っ
て
い
る
。

　

大
家
連
は
理
事
の
世
代
交
代
、
若
返
り
を
望
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
会
議
も
自
宅
に
居
な
が
ら
出
来
る
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
会
議
が
多
い
。
こ
れ
な
ら
働
い
て
い
る
若
い
方
も
土
日

を
会
議
に
充
て
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
と
期
待
し

一
九
九
六
年
五
月
一
日　

第
三
種
郵
便
物
承
認　

毎
月
（
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
の
日
）
発
行
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公益社団法人大阪府精神障害者家族会連合会（大家連）

精神障害者の家族の会の機関誌

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

　
　
　
　
家
族
の
こ
れ
か
ら
の
準
備

KSKR

副
会
長
　
山
本
美
世
子

て
い
る
。

　

精
神
保
健
福
祉
講
座
も
例
年
の
よ
う
に
開
催
で
き
ず
、

2
0
2
1
年
「〝
親
な
き
あ
と
相
談
室
〞関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
理
事
藤
井
奈
緒
氏
講
演
」
は
、
期
間
限
定
の
動
画
配
信

と
家
族
会
や
希
望
者
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
し
と
な
っ
た
。

　
〝
親
な
き
あ
と
は
、
親
あ
る
う
ち
に
備
え
よ
う
〞、
親
が
病

気
や
怪
我
、
認
知
症
な
ど
で
家
族
と
一
緒
に
生
活
が
出
来
な

く
な
っ
た
時
点
か
ら
「
親
な
き
あ
と
」
が
始
ま
る
、「
親
な

き
あ
と
」
わ
が
子
の
支
援
者
の
方
々
に
向
け
て
の
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
も
必
要
と
藤
井
さ
ん
は
言
わ
れ
て
い
る
。

　

息
子
か
ら
そ
れ
を
見
れ
ば
毎
日

の
暮
ら
し
が
一
人
で
出
来
る
と
い

う
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
っ
て
と
言

わ
れ
て
い
る
。
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
事
、
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

◆　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」家
族
の
こ
れ
か
ら
の
準
備

◆　

家
族
会
代
表
者
会
議
を
開
催

◆　

大
阪
府
へ
要
望
書
を
提
出

◆　

オ
ン
ラ
イ
ン  

み
ん
な
ね
っ
と

　
　
　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク  

家
族
の
集
い  

in
大
阪

◆　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
再
編
に
反
対　

署
名
活
動

◆　
北
新
地
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
放
火
殺
人
事
件
と
報
道

◆　

家
族
の
思
い

◆　

大
家
連
精
神
保
健
福
祉
講
座

◆　

賛
助
会
費
報
告
・
編
集
後
記

―
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昨
年
11
月
13
日
（
土
）
13
：
30
〜
16
：
00
に
家
族

会
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
20
家
族
会
か
ら

出
席
が
あ
り
、
大
家
連
の
役
員
を
含
め
26
人
の
会
議

と
な
り
ま
し
た
。

〇
各
家
族
会
の
現
状

　

久
し
ぶ
り
の
会
議
で
も
あ
り
、
自
己
紹
介
の
後
、

家
族
会
の
現
状
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
と

い
う
形
で
発
言
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

《
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
》

・
こ
の
1
年
間
で
、
会
員
の
新
規
加
入
は
有
り
ま
し

た
か
（
あ
り
、
な
し
）

・
ど
こ
で
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
か
（
保
健
所
、
作
業

所
、
会
員
の
紹
介
、
そ
の
他
）

・
会
長
の
任
期
に
つ
い
て
（
あ
と
数
年
、
こ
の
1

年
、
す
ぐ
に
代
わ
り
た
い
）

・
後
継
者
に
つ
い
て
（
当
て
に
し
て
い
る
人
が
い

る
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
、
全
く
い
な
い
）

・
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　

特
に
工
夫
し
て
い
る
催
し
な
ど

・
大
家
連
へ
の
要
望
に
つ
い
て
（
詳
細
は
後
述
）

　

会
員
の
新
規
加
入
は
、
い
く
つ
か
の
会
で
あ
る
が
、

紹
介
元
（
会
員
、
作
業
所
、
障
害
福
祉
課
、
病
院
、

電
話
相
談
広
報
誌
・
会
報
誌
な
ど
）
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。

〇
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
再
編
に
つ
い
て

・
厚
生
労
働
省
は
、
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
、
検
討
を
始
め
た
。

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を「
軽
度
」と「
重
度
」に
再
編
成

・「
軽
度
」は
、
利
用
期
間
を
3
年
な
ど
と
期
限
を
定

め
、
そ
の
後
は
一
人
暮
ら
し
に
移
行
（
精
神
障

害
者
が
利
用
す
る
も
の
は
概
ね
こ
れ
に
該
当
）

・「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
再
編
に
反
対
す
る
緊
急
行

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
が
署
名
活
動
を
実
施

・
各
家
族
会
に
署
名
活
動
に
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　
（
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
ｐ
5
の
「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
再
編
に
反
対　

署
名
活
動
」
参
照
）

〇
大
家
連
へ
の
要
望
に
つ
い
て

・
医
療
費
の
助
成
を
増
や
す
よ
う
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
治
療
に
関
す
る
緊
急
要

望
書
を
早
急
に
出
し
て
い
た
だ
い
て
良
か
っ
た

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
が
遅
い

・
精
神
保
健
福
祉
講
座
を
大
阪
市
外
で
も
や
っ
て

ほ
し
い
し
、
或
い
は
圏
域
交
流
会
の
時
に
や
っ

て
欲
し
い

・
よ
く
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
感
謝
し
て
い
る

・
と
に
か
く
継
続
し
て
ほ
し
い

・
当
事
者
や
家
族
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
こ
う
い
う

場
で
討
議
し
て
欲
し
い

・
命
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え
て
欲
し
い

　
（
三
枝
家
族
会
の
東
さ
ん
、
大
家
連
理
事
の
佐
野

さ
ん
の
記
録
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　

倉
町
公
之
）

〇
大
家
連
の
事
業
の
状
況

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
の
も
と
、
大
家
連
の
各
事

業
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

【
電
話
相
談
事
業
】
相
談
員
9
名
を
含
め
16
名
で
実

施
、
4
〜
8
月
は
、
毎
月
約
1
0
0
件
の
相
談

【
精
神
保
健
福
祉
講
座
】
6
月
に
藤
井
奈
緒
氏
に
よ

る
「
親
亡
き
後
の
備
え
に
つ
い
て
」、
7
月
に
池

上
正
樹
氏
に
よ
る
「
8
0
5
0
問
題
を
考
え
る
」、

10
月
に
加
藤
進
昌
氏
に
よ
る
「
発
達
障
害
に
つ

い
て
」（
Z
O
O
M
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
東
京
か
ら
講

演
）、
ま
た
圏
域
交
流
会
と
し
て
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施

【
だ
い
か
れ
ん
誌
】
年
間
4
回
の
発
行
、
編
集
委
員

会
（
委
員
6
名
）
を
ス
マ
ホ
の
ラ
イ
ン
ア
プ
リ

で
実
施

【
政
策
委
員
会
】
大
家
連
要
望
を
刷
新
し
、
要
望
項

目
を
絞
る
た
め
、

理
事
の
ほ
か
有
志

の
意
見
を
取
り
入

れ
る
。
今
回
大
阪

府
へ
要
望
書
（
p
3

参
照
）
を
提
出
、

今
後
、
精
神
科
病

院
の〝
6
3
0
調

査
〞（
精
神
科
病
棟

の
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
配
置
状
況
、
身

体
拘
束
な
ど
）
の

内
容
に
つ
い
て
も

取
り
組
む

家
族
会
代
表
者
会
議
を
開
催

家
族
会
代
表
者
会
議
を
開
催

（写真　三枝会　東氏提供）
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大家連発第9号
令和4年1月24日

大阪府知事　吉村洋文様
公益社団法人　大阪府精神障害者家族会連合会

会長　倉町　公之
（公印省略）

2021年度　大家連　要望項目
　
　本年度は、コロナ感染の増減を繰り返し、大家連活動もその状況のなか、様々な制約を受けて
まいりました。年度の残りも少なくなりましたので、例年の要望項目から精査し本年度は以下に
ついて要望いたします。
　これらの要望につきましては、文書による回答をお願いし、そのうえで、大家連との意見交換
の場の設定をお願いいたします。（※注）

【医療】
①コロナ感染の際、精神科医療機関入院者および地域医療機関通院者のコロナ専門治療医療
機関での治療を可能にする連携の在り方と、具体的な受け入れ医療機関を提示していただ
くこと。

　②コロナワクチン3回目接種には入院中の精神科病院、通院中の精神科医療機関において可能
にするよう、大阪府、市町村の医師会に働きかけていただくこと。

　③ （精神障害者と家族からの）24時間365日相談窓口の設置
　④ 身体拘束の時間規定の実現（WHO世界原則では上限4時間―現行　精神保健福祉法に時間
規定なし）に向けて、医療機関での身体拘束・行動制限（保護室使用など）記録の義務化
指導と患者側の人としての訴え、尊厳をくみ取った身体拘束・行動制限（保護室使用な
ど）の最小化（時間のみならず飲料水、食事提供のありかた、トイレの水の自己管理、ト
イレットペーパーの設置、部屋の清潔、窓の設置など）への実地指導をしていただくこ
と。

　　　　　　　
【地域生活】

⑤すべての市民への精神疾患理解及び精神障害者への人権教育の義務化を。
<内容>
『精神疾患に関わる理解』のテキストを作成し、学習の実施。
「障害者権利条約」「大阪府障害者差別解消条例」の要約テキストを作成し学習の実施
　家族の体験をお話しする場の確保

　 <対象者>
大阪府下、公立、私立  小学校、中学校、高校、大学、専門学校すべての教職員、児童生徒、学生
医療関係者（医師、職員、看護師、薬剤師）
一般市民（地域自治会、民生委員、事業所、行政機関、障害者施設事業所それぞれの全職員）

　 ⑥「精神障害者にも対応した地域包括ケアプログラム」略称「にも包括」の早期具体化。
対象者と具体的な事業名の明確化と公表。
住まいの確保、訪問医療、その他の推進事業の具体的提示とその進捗状況と財政的裏付け
と今後の見通しの公表。

⑦障害者虐待防止条例に医療機関、および幼稚園、保育所、公立、私立すべての学校を対象
にすること。

※注　今回は府との協議で、文書回答のみとする

大阪府へ要望書を提出大阪府へ要望書を提出



（
p
5
に
続
く
）

ら
始
ま
り
、
そ
の
風
土
が
脈
々
と
続
き
払
拭
で
き

て
い
な
い
。
根
っ
こ
は
国
が
容
認
し
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
日
本
の
文
化
と
し
て
人
権
意
識
が
低
い
。

厄
介
な
人
、
価
値
の
な
い
人
と
し
て
の
意
識
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。

― 

医
師
と
当
事
者
・
家
族
の
関
係
は 

―

見
通
し
の
な
い
、
漫
然
と
し
た
治
療
、
入
院
（
社

会
的
入
院
）
が
容
認
さ
れ
て
い
る
。

治
療
へ
の
共
同
意
思
決
定
が
で
き
て
い
る
と
は
い

い
が
た
い
。
医
師
と
の
力
関
係
の
差
が
あ
る
。

み
ん
な
ね
っ
と
は
国
の
「
精
神
障
害
者
に
も
対
応

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
検
討
委
員
会
で
、

医
療
、
支
援
に
わ
た
る
当
事
者
家
族
の
立
場
と
思

い
を
強
く
訴
え
て
い
く
。

― 

精
神
疾
患
教
育
の
遅
れ
に
つ
い
て 

―

教
職
員
の
精
神
疾
患
理
解
度
は
低
い
。
知
識
だ
け

で
は
本
当
の
理
解
と
は
言
え
な
い
。

教
員
養
成
課
程
で
学
ぶ
べ
き
。
中
、
高
で
文
科
省

は
精
神
疾
患
教
育
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
す
べ
き
。

― 

家
族
も
当
事
者
、
家
族
支
援
の
必
要 

―

医
療
保
護
入
院
、
地
域
生
活
が
家
族
に
一
手
に
背

負
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
理
不
尽
だ
。

家
族
の
人
権
も
守
ら
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
「
ケ
ア

ラ
ー
支
援
条
例
」
が
埼
玉
県
で
施
行
さ
れ
て
い
る
。

★
各
府
県
連
会
長
挨
拶

　（
み
ん
な
ね
っ
と
、兵
庫
県
は
講
演
者
と
し
て
発
言
）

滋
賀
県
連
　
川
並
会
長

治
療
で
は
な
く
収
容
で
あ
っ
た
歴
史
を
引
き
ず
っ

て
い
る
。
精
神
科
特
例
が
そ
の
根
本
に
あ
る
。

京
都
府
連
　
四
方
会
長

京
都
で
も
同
様
な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
医
師

と
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
誇
り
を
持
て
る
労
働
条
件
整

備
を
応
援
し
た
い
。
精
神
障
害
者
へ
の
医
療
費
助

成
も
喫
緊
の
課
題
だ
。

奈
良
県
連
　
三
島
会
長

家
族
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
た
。
家
族
が
背
負
い

す
ぎ
て
い
る
状
況
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
家
族
自

ら
も
地
域
支
援
に
お
も
い
が
及
ば
な
い
ほ
ど
、
情

報
も
な
く
、
抱
え
込
み
す
ぎ
て
い
る
。

和
歌
山
県
連
　
大
畠
副
会
長

精
神
医
療
審
査
会
（
医
療
保
護
入
院
、
措
置
入
院

報
告
を
基
に
適
切
性
の
審
査
）
が
形
骸
化
し
て
き

た
。
和
歌
山
県
は
家
族
も
委
員
と
し
て
参
加
し
て

い
る
。
県
議
会
議
員
と
家
族
の
状
況
報
告
の
場
を

持
っ
て
い
る
。

★
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

　

家
族
会
会
員
か
ら
の
問
題
提
起
を
基
に
し
た
集
い

は
わ
か
り
や
す
く
有
意
義
だ
っ
た
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
、
な
ど
好
意
的
な
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自

ら
の
問
題
と
し
て
、
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
掘
り
下

げ
た
い
と
い
う
大
変
前
向
き
な
お
声
も
い
た
だ
き
、

こ
の
集
い
の
課
題
を
今
後
に
つ
な
げ
る
必
要
も
感
じ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
報
告　

文
責　

大
野
素
子
）

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「 

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
大

再
編
に
反
対
！
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
「
訓
練
の
場
」

で
は
な
く
「
生
活
の
場
」
で
す
！
」

　

大
家
連
を
通
し
て
の
署
名
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
成
功
！
全
国
の
多
く
の
障
が
い
者

団
体
と
協
同
の
も
と 

3
7
，
6
8
8
人
の
賛
同
者
に

よ
り
、
成
功
へ
導
か
れ
ま
し
た
！

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
再
編
に
反
対
す
る
緊
急
行
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
報
告
）

　

令
和
3
年
6
月
に
厚
労
省
社
会
保
障
審
議
会 

障
害

者
部
会　
に
お
け
る
、
障
害
者
総
合
支
援
法
等
の
見
直
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●
開
催
ま
で
の
経
緯

　
〝
み
ん
な
ね
っ
と　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク　

家
族
の
集

い
〞は
原
則
毎
年
近
畿
2
府
4
県
の
家
族
会
が
持
ち
回

り
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
大
家
連
は
昨
年
度
、
開

催
を
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

で
大
家
連
は
か
つ
て
な
い
難
し
い
運
営
を
し
な
く
て

は
な
ら
ず
、一
旦
開
催
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。
で
す
が
、

2
0
2
0
年
、
神
戸
市
神
出
病
院
患
者
虐
待
事
件
発

生
の
報
道
は
あ
ま
り
に
も
衝
撃
的
で
し
た
。
29
年
前

の
大
阪
の
大
和
川
病
院
事
件
の
反
省
を
踏
ま
え
、
虐

待
事
件
を
繰
り
返
す
精
神
科
医
療
の
現
実
か
ら
目
を

そ
ら
す
こ
と
な
く
、
一
緒
に
考
え
た
い
と
、
こ
の
集

い
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
人
が
移

動
し
な
い
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
が
参
加
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
ま
だ
不
慣
れ
な
方
々
も

多
い
中
で
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
選
択
し
ま

し
た
。

★
第
一
部
　
講
演

〇「
大
和
川
病
院
事
件
、
神
出
病
院
事
件
を
考
え
る
」

　
　
　
　

大
阪
精
神
医
療
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
・
看
護
師　

有
我
譲
慶
氏

「
世
界
の
流
れ
に
逆
行
す
る
日
本
の
精
神
医
療
」「
虐

待
事
件
の
発
覚
が
続
く
精
神
医
療
の
構
造
的
問
題
」

と
し
て
、
精
神
科
医
療
が
収
容
と
し
て
始
ま
っ
た
歴

医
療
ス
タ
ッ
フ
配
置
と
診
療
報
酬
の
一
般
科

と
の
同
等
化

3
．
薬
物
治
療
と
と
も
に
心
理
社
会
的
支
援
が
当

た
り
前
に
受
け
ら
れ
る
方
向
へ
の
転
換

多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問
医
療

対
話
型
医
療
・
支
援
の
充
実

家
族
に
よ
る
家
族
支
援

家
族
心
理
教
育
・
訪
問
の
診
療
報
酬
化

4
．
当
事
者
の
視
点
を
大
切
に
す
る
精
神
科
治
療
へ

当
事
者
の
意
見
を
尊
重
し
た
投
薬
治
療

身
体
的
健
康
に
留
意
す
る
精
神
科
医
療　

〈
長
期
的
展
望
に
基
づ
き
目
指
す
こ
と
〉

　
　
入
院
中
心
か
ら
地
域
医
療
へ
の
転
換

人
口
5
万
人
ご
と
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
設
置

医
療
保
護
入
院
（
強
制
入
院
）
の
廃
止

〇「
な
ぜ
長
期
入
院
と
虐
待
事
件
が
解
消
し
な
い
の
か
」

　
　
　
　

大
阪
府
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

大
野
素
子

　
「
社
会
モ
デ
ル
」（
充
実
し
た
共
生
社
会
作
り
）
を

支
え
る
社
会
保
障
費
へ
の
国
の
財
政
基
盤
が
日
本
は

世
界
的
に
弱
く
、
入
院
中
心
、
長
期
入
院
の
「
医
療

モ
デ
ル
」（
薬
と
入
院
で
治
療
す
る
）
偏
重
が
断
ち
切

れ
な
い
。
医
療
モ
デ
ル
依
存
、
や
せ
た
社
会
的
支
援
、

疲
労
し
て
声
を
上
げ
な
い
家
族
、
医
療
法
人
理
事
長

発
言
「
怖
い
人
を
収
容
す
る
」
体
質
の
温
存
、
な
ど

か
ら
ま
っ
と
う
な
医
療
と
支
援
か
ら
こ
ぼ
れ
た
社
会

的
弱
者
が
長
期
入
院
と
な
り
外
か
ら
見
え
な
い
閉
鎖

病
棟
で
、
虐
待
を
受
け
や
す
い
。
困
っ
た
こ
と
を
封

印
し
な
い
で
、
な
ん
で
も
い
え
る
家
族
会
、
声
を
上

げ
る
家
族
会
を
大
切
に
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
だ
。

★
第
二
部
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
〜
質
問
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
の
意
見
交
換
〜

―
「
何
故
虐
待
は
繰
り
返
さ
れ
る
の
か
」
―

精
神
科
病
院
の
成
り
立
ち
の
歴
史
が
「
治
安
」
か

史
を
引
き
ず
っ
て
い
る
こ
と
、（
対
人
口
比
）
入
院
病

床
が
世
界
一
多
い
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
較
す
る

と
日
本
は
強
制
入
院
者
数
が
突
出
し
て
多
い
こ
と
、

身
体
拘
束
の
増
加
な
ど
を
図
解
や
デ
ー
タ
を
駆
使
し

て
日
本
の
精
神
科
医
療
の
抱
え
る
多
く
の
問
題
を
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇「
何
故
、
精
神
科
病
院
現
場
で
虐
待
が
お
こ
る
の
か

　
　

〜
神
出
病
院
の
虐
待
事
案
か
ら
考
え
る
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
族
と
し
て
思
う
こ
と
」

　
　
　
　

兵
庫
県
精
神
保
健
福
祉
家
族
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

新
銀
輝
子
氏

　

病
院
、
医
療
従
事
者
は
家
族
に
と
っ
て
あ
ま
り
に

も
「
大
き
な
支
配
者
」
で
、
牙
を
向
け
る
こ
と
の
難

し
さ
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
６
人
の
看
護
師
が
起
こ
し
た
特
異
な
事

件
と
し
て
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
と
神
戸
市
精
神

保
健
福
祉
士
協
会
な
ど
６
団
体
と
神
戸
市
へ
の
要
望

書
、国
へ
の
請
願
、署
名
活
動
を
起
こ
し
た
。
た
だ
様
々

な
思
惑
（
利
害
関
係
）
で
人
権
軽
視
の
流
れ
は
な
か

な
か
止
ま
ら
な
い
。

　

困
っ
た
と
き
に
は
誰
で
も
が
S
O
S
を
出
せ
る
社

会
の
実
現
が
必
要
だ
と
の
家
族
会
の
思
い
を
強
く
し
た
。

〇
み
ん
な
ね
っ
と

　

精
神
科
医
療
へ
の
提
言　

2
0
2
1

　

◆
誰
も
が
安
心
し
て
か
か
り
た
い
と
思
え
る

　
　

精
神
科
医
療
の
実
現
◆

　
　
　
　

全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会

　
　
　
　

理
事
長

　
　
　
　
　

岡
田
久
実
子
氏

1
．
市
民
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
充
実

精
神
疾
患
に
関
す
る

系
統
的
な
教
育
の
実

施相
談
窓
口
の
整
備

2
．
精
神
科
医
療
の
一
般

化
の
実
現

オ
ン
ラ
イ
ン
　
み
ん
な
ね
っ
と

　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
　
家
族
の
集
い
　
in 

大
阪

オ
ン
ラ
イ
ン
　
み
ん
な
ね
っ
と

　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
　
家
族
の
集
い
　
in 

大
阪

2
0
2
1
年
12
月
11
日（
土
）
14
：
30
〜
16
：
30

「
考
え
よ
う
新
し
い
精
神
保
健
医
療
福
祉
」

　
〜
大
和
川
病
院
事
件
、

　
　
　
　
　
　
神
出
病
院
事
件
を
検
証
す
る
〜

＊
当
日
の
様
子
は
大
家
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
Y
o
u  
T
u
b
e
で
視
聴
で
き
ま
す
。

＊
D
V
D
の
貸
し
出
し
も
準
備
中
で
す
。

し
議
論
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
年
限
の
あ
る

「
通
過
訓
練
型
」
と
重
度
の
人
む
け
の
「
一
般
型
」
に

わ
け
る
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。今
の
3
類
型
（
介
護

サ
ー
ビ
ス
包
括
型
／
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
／
外
部

サ
ー
ビ
ス
利
用
型
）の
再
編
や
、個
人
単
位
の
ヘ
ル
パ
ー

併
用
に
つ
い
て
も
、
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り

精
神
障
が
い
者
の
殆
ど
は
、
3
年
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

か
ら
退
去
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
も

退
去
先
の
地
域
に
も
、
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
所
得
や

住
宅
の
保
障
、
日
常
生
活
を
支
え
る
介
護
や
支
援
を

担
う
社
会
資
源
の
現
状
も
き
ち
ん
と
調
査
し
、
課
題

を
整
理
し
て
い
く
中
で
そ
の
拡
充
策
を
検
討
す
べ
き

で
す
。「
訓
練
あ
り
き
」
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
提
案
、

本
来
は
家
庭
的
な
場
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
よ

り
大
人
数
に
な
る
こ
と
を
容
認
す
る
か
の
よ
う
な
発

言
な
ど
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の
当
た
り
前
の
生
活

が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
害
者
で
あ
る
前
に
一
人

の
人
間
で
す
、
と
の
理
念
の
も
と
署
名
活
動
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

12
月
3
日
の
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会
に
お

い
て
、「
本
人
が
希
望
す
る
一
人
暮
ら
し
等
に
向
け
た

支
援
を
目
的
と
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス

類
型
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
を
含
め
、
さ
ら
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
表
現
に
留
ま
り
ま

し
た
。

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
再
編
に
反
対
す
る
緊
急
行
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
報
告
）

　

今
後
も
、
私
た
ち
多
く
の
障
が
い
者
団
体
は
、
障

害
の
あ
る
人
た
ち
が
自
己
実
現
で
き
る
社
会
を
目
指

し
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
が
、
現
在
の
状

況
を
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
」
と
捉
え
、
一
旦
終

了
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

心
よ
り
感
謝
致
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　

佐
野
朋
慶
）
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ら
始
ま
り
、
そ
の
風
土
が
脈
々
と
続
き
払
拭
で
き

て
い
な
い
。
根
っ
こ
は
国
が
容
認
し
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
日
本
の
文
化
と
し
て
人
権
意
識
が
低
い
。

厄
介
な
人
、
価
値
の
な
い
人
と
し
て
の
意
識
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。

― 

医
師
と
当
事
者
・
家
族
の
関
係
は 

―

見
通
し
の
な
い
、
漫
然
と
し
た
治
療
、
入
院
（
社

会
的
入
院
）
が
容
認
さ
れ
て
い
る
。

治
療
へ
の
共
同
意
思
決
定
が
で
き
て
い
る
と
は
い

い
が
た
い
。
医
師
と
の
力
関
係
の
差
が
あ
る
。

み
ん
な
ね
っ
と
は
国
の
「
精
神
障
害
者
に
も
対
応

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
検
討
委
員
会
で
、

医
療
、
支
援
に
わ
た
る
当
事
者
家
族
の
立
場
と
思

い
を
強
く
訴
え
て
い
く
。

― 

精
神
疾
患
教
育
の
遅
れ
に
つ
い
て 
―

教
職
員
の
精
神
疾
患
理
解
度
は
低
い
。
知
識
だ
け

で
は
本
当
の
理
解
と
は
言
え
な
い
。

教
員
養
成
課
程
で
学
ぶ
べ
き
。
中
、
高
で
文
科
省

は
精
神
疾
患
教
育
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
す
べ
き
。

― 

家
族
も
当
事
者
、
家
族
支
援
の
必
要 

―

医
療
保
護
入
院
、
地
域
生
活
が
家
族
に
一
手
に
背

負
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
理
不
尽
だ
。

家
族
の
人
権
も
守
ら
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
「
ケ
ア

ラ
ー
支
援
条
例
」
が
埼
玉
県
で
施
行
さ
れ
て
い
る
。

★
各
府
県
連
会
長
挨
拶

　（
み
ん
な
ね
っ
と
、兵
庫
県
は
講
演
者
と
し
て
発
言
）

滋
賀
県
連
　
川
並
会
長

治
療
で
は
な
く
収
容
で
あ
っ
た
歴
史
を
引
き
ず
っ

て
い
る
。
精
神
科
特
例
が
そ
の
根
本
に
あ
る
。

京
都
府
連
　
四
方
会
長

京
都
で
も
同
様
な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
医
師

と
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
誇
り
を
持
て
る
労
働
条
件
整

備
を
応
援
し
た
い
。
精
神
障
害
者
へ
の
医
療
費
助

成
も
喫
緊
の
課
題
だ
。

奈
良
県
連
　
三
島
会
長

家
族
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
た
。
家
族
が
背
負
い

す
ぎ
て
い
る
状
況
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
家
族
自

ら
も
地
域
支
援
に
お
も
い
が
及
ば
な
い
ほ
ど
、
情

報
も
な
く
、
抱
え
込
み
す
ぎ
て
い
る
。

和
歌
山
県
連
　
大
畠
副
会
長

精
神
医
療
審
査
会
（
医
療
保
護
入
院
、
措
置
入
院

報
告
を
基
に
適
切
性
の
審
査
）
が
形
骸
化
し
て
き

た
。
和
歌
山
県
は
家
族
も
委
員
と
し
て
参
加
し
て

い
る
。
県
議
会
議
員
と
家
族
の
状
況
報
告
の
場
を

持
っ
て
い
る
。

★
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

　

家
族
会
会
員
か
ら
の
問
題
提
起
を
基
に
し
た
集
い

は
わ
か
り
や
す
く
有
意
義
だ
っ
た
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
、
な
ど
好
意
的
な
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自

ら
の
問
題
と
し
て
、
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
掘
り
下

げ
た
い
と
い
う
大
変
前
向
き
な
お
声
も
い
た
だ
き
、

こ
の
集
い
の
課
題
を
今
後
に
つ
な
げ
る
必
要
も
感
じ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
報
告　

文
責　

大
野
素
子
）

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「 

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
大

再
編
に
反
対
！
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
「
訓
練
の
場
」

で
は
な
く
「
生
活
の
場
」
で
す
！
」

　

大
家
連
を
通
し
て
の
署
名
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
成
功
！
全
国
の
多
く
の
障
が
い
者

団
体
と
協
同
の
も
と 

3
7
，
6
8
8
人
の
賛
同
者
に

よ
り
、
成
功
へ
導
か
れ
ま
し
た
！

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
再
編
に
反
対
す
る
緊
急
行
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
報
告
）

　

令
和
3
年
6
月
に
厚
労
省
社
会
保
障
審
議
会 
障
害

者
部
会　
に
お
け
る
、
障
害
者
総
合
支
援
法
等
の
見
直

●
開
催
ま
で
の
経
緯

　
〝
み
ん
な
ね
っ
と　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク　

家
族
の
集

い
〞は
原
則
毎
年
近
畿
2
府
4
県
の
家
族
会
が
持
ち
回

り
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
大
家
連
は
昨
年
度
、
開

催
を
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

で
大
家
連
は
か
つ
て
な
い
難
し
い
運
営
を
し
な
く
て

は
な
ら
ず
、一
旦
開
催
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。
で
す
が
、

2
0
2
0
年
、
神
戸
市
神
出
病
院
患
者
虐
待
事
件
発

生
の
報
道
は
あ
ま
り
に
も
衝
撃
的
で
し
た
。
29
年
前

の
大
阪
の
大
和
川
病
院
事
件
の
反
省
を
踏
ま
え
、
虐

待
事
件
を
繰
り
返
す
精
神
科
医
療
の
現
実
か
ら
目
を

そ
ら
す
こ
と
な
く
、
一
緒
に
考
え
た
い
と
、
こ
の
集

い
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
人
が
移

動
し
な
い
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
が
参
加
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
ま
だ
不
慣
れ
な
方
々
も

多
い
中
で
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
選
択
し
ま

し
た
。

★
第
一
部
　
講
演

〇「
大
和
川
病
院
事
件
、
神
出
病
院
事
件
を
考
え
る
」

　
　
　
　

大
阪
精
神
医
療
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
・
看
護
師　

有
我
譲
慶
氏

「
世
界
の
流
れ
に
逆
行
す
る
日
本
の
精
神
医
療
」「
虐

待
事
件
の
発
覚
が
続
く
精
神
医
療
の
構
造
的
問
題
」

と
し
て
、
精
神
科
医
療
が
収
容
と
し
て
始
ま
っ
た
歴

医
療
ス
タ
ッ
フ
配
置
と
診
療
報
酬
の
一
般
科

と
の
同
等
化

3
．
薬
物
治
療
と
と
も
に
心
理
社
会
的
支
援
が
当

た
り
前
に
受
け
ら
れ
る
方
向
へ
の
転
換

多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問
医
療

対
話
型
医
療
・
支
援
の
充
実

家
族
に
よ
る
家
族
支
援

家
族
心
理
教
育
・
訪
問
の
診
療
報
酬
化

4
．
当
事
者
の
視
点
を
大
切
に
す
る
精
神
科
治
療
へ

当
事
者
の
意
見
を
尊
重
し
た
投
薬
治
療

身
体
的
健
康
に
留
意
す
る
精
神
科
医
療　

〈
長
期
的
展
望
に
基
づ
き
目
指
す
こ
と
〉

　
　
入
院
中
心
か
ら
地
域
医
療
へ
の
転
換

人
口
5
万
人
ご
と
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
設
置

医
療
保
護
入
院
（
強
制
入
院
）
の
廃
止

〇「
な
ぜ
長
期
入
院
と
虐
待
事
件
が
解
消
し
な
い
の
か
」

　
　
　
　

大
阪
府
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

大
野
素
子

　
「
社
会
モ
デ
ル
」（
充
実
し
た
共
生
社
会
作
り
）
を

支
え
る
社
会
保
障
費
へ
の
国
の
財
政
基
盤
が
日
本
は

世
界
的
に
弱
く
、
入
院
中
心
、
長
期
入
院
の
「
医
療

モ
デ
ル
」（
薬
と
入
院
で
治
療
す
る
）
偏
重
が
断
ち
切

れ
な
い
。
医
療
モ
デ
ル
依
存
、
や
せ
た
社
会
的
支
援
、

疲
労
し
て
声
を
上
げ
な
い
家
族
、
医
療
法
人
理
事
長

発
言
「
怖
い
人
を
収
容
す
る
」
体
質
の
温
存
、
な
ど

か
ら
ま
っ
と
う
な
医
療
と
支
援
か
ら
こ
ぼ
れ
た
社
会

的
弱
者
が
長
期
入
院
と
な
り
外
か
ら
見
え
な
い
閉
鎖

病
棟
で
、
虐
待
を
受
け
や
す
い
。
困
っ
た
こ
と
を
封

印
し
な
い
で
、
な
ん
で
も
い
え
る
家
族
会
、
声
を
上

げ
る
家
族
会
を
大
切
に
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
だ
。

★
第
二
部
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
〜
質
問
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
の
意
見
交
換
〜

―
「
何
故
虐
待
は
繰
り
返
さ
れ
る
の
か
」
―

精
神
科
病
院
の
成
り
立
ち
の
歴
史
が
「
治
安
」
か

史
を
引
き
ず
っ
て
い
る
こ
と
、（
対
人
口
比
）
入
院
病

床
が
世
界
一
多
い
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
較
す
る

と
日
本
は
強
制
入
院
者
数
が
突
出
し
て
多
い
こ
と
、

身
体
拘
束
の
増
加
な
ど
を
図
解
や
デ
ー
タ
を
駆
使
し

て
日
本
の
精
神
科
医
療
の
抱
え
る
多
く
の
問
題
を
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇「
何
故
、
精
神
科
病
院
現
場
で
虐
待
が
お
こ
る
の
か

　
　

〜
神
出
病
院
の
虐
待
事
案
か
ら
考
え
る
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
族
と
し
て
思
う
こ
と
」

　
　
　
　

兵
庫
県
精
神
保
健
福
祉
家
族
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

新
銀
輝
子
氏

　

病
院
、
医
療
従
事
者
は
家
族
に
と
っ
て
あ
ま
り
に

も
「
大
き
な
支
配
者
」
で
、
牙
を
向
け
る
こ
と
の
難

し
さ
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
６
人
の
看
護
師
が
起
こ
し
た
特
異
な
事

件
と
し
て
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
と
神
戸
市
精
神

保
健
福
祉
士
協
会
な
ど
６
団
体
と
神
戸
市
へ
の
要
望

書
、国
へ
の
請
願
、署
名
活
動
を
起
こ
し
た
。
た
だ
様
々

な
思
惑
（
利
害
関
係
）
で
人
権
軽
視
の
流
れ
は
な
か

な
か
止
ま
ら
な
い
。

　

困
っ
た
と
き
に
は
誰
で
も
が
S
O
S
を
出
せ
る
社

会
の
実
現
が
必
要
だ
と
の
家
族
会
の
思
い
を
強
く
し
た
。

〇
み
ん
な
ね
っ
と

　

精
神
科
医
療
へ
の
提
言　

2
0
2
1

　

◆
誰
も
が
安
心
し
て
か
か
り
た
い
と
思
え
る

　
　

精
神
科
医
療
の
実
現
◆

　
　
　
　

全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会

　
　
　
　

理
事
長

　
　
　
　
　

岡
田
久
実
子
氏

1
．
市
民
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
充
実

精
神
疾
患
に
関
す
る

系
統
的
な
教
育
の
実

施相
談
窓
口
の
整
備

2
．
精
神
科
医
療
の
一
般

化
の
実
現

《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
再
編
に
反
対  

署
名
活
動
》

《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
再
編
に
反
対  

署
名
活
動
》

し
議
論
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
年
限
の
あ
る

「
通
過
訓
練
型
」
と
重
度
の
人
む
け
の
「
一
般
型
」
に

わ
け
る
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。今
の
3
類
型
（
介
護

サ
ー
ビ
ス
包
括
型
／
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
／
外
部

サ
ー
ビ
ス
利
用
型
）の
再
編
や
、個
人
単
位
の
ヘ
ル
パ
ー

併
用
に
つ
い
て
も
、
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り

精
神
障
が
い
者
の
殆
ど
は
、
3
年
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

か
ら
退
去
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
も

退
去
先
の
地
域
に
も
、
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
所
得
や

住
宅
の
保
障
、
日
常
生
活
を
支
え
る
介
護
や
支
援
を

担
う
社
会
資
源
の
現
状
も
き
ち
ん
と
調
査
し
、
課
題

を
整
理
し
て
い
く
中
で
そ
の
拡
充
策
を
検
討
す
べ
き

で
す
。「
訓
練
あ
り
き
」
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
提
案
、

本
来
は
家
庭
的
な
場
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
よ

り
大
人
数
に
な
る
こ
と
を
容
認
す
る
か
の
よ
う
な
発

言
な
ど
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の
当
た
り
前
の
生
活

が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
害
者
で
あ
る
前
に
一
人

の
人
間
で
す
、
と
の
理
念
の
も
と
署
名
活
動
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

12
月
3
日
の
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会
に
お

い
て
、「
本
人
が
希
望
す
る
一
人
暮
ら
し
等
に
向
け
た

支
援
を
目
的
と
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス

類
型
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
を
含
め
、
さ
ら
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
表
現
に
留
ま
り
ま

し
た
。

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
再
編
に
反
対
す
る
緊
急
行
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
報
告
）

　

今
後
も
、
私
た
ち
多
く
の
障
が
い
者
団
体
は
、
障

害
の
あ
る
人
た
ち
が
自
己
実
現
で
き
る
社
会
を
目
指

し
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
が
、
現
在
の
状

況
を
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
」
と
捉
え
、
一
旦
終

了
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

心
よ
り
感
謝
致
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　

佐
野
朋
慶
）
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昨
年
12
月
17
日
の
北
新
地
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
放

火
殺
人
事
件
か
ら
、一
月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
大
家
連
は
、「
精
神
科
通
院
歴
あ
り
」
と
い

う
報
道
に
接
し
て
、
12
月
24
日
に
は
、
大
阪
府

下
22
の
報
道
各
社
に
、
事
件
の
背
景
に
あ
る
社

会
的
な
構
造
問
題
へ
の
冷
静
な
取
材
、
報
道
を

お
願
い
す
る
旨
、
会
長
名
で
下
記
の
「
報
道
に

つ
い
て
の
お
願
い
」
を
配
布
し
ま
し
た
。「
通

院
歴
報
道
」
が
精
神
疾
患
を
持
つ
人
は
と
か
く

事
件
を
起
こ
す
怖
い
人
だ
」
と
の
印
象
を
各
方

面
に
広
げ
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
、
当
事
者
、

家
族
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
、
事
件
の
本
質
を
見

誤
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
事
件
後
、
容
疑
者
が
死
亡
す
る
と
報
道
か
ら

急
速
に
関
連
記
事
が
減
り
、
こ
の
事
件
の
抱
え

て
い
る
「
社
会
的
弱
者
の
孤
立
」
の
問
題
の
風

化
が
心
配
で
す
。

　
1
月
17
日
付
け
　
朝
日
新
聞
社
説
で
は
「
無

差
別
殺
傷
　
孤
立
社
会
の
病
が
見
え
る
」
と
し

て
「（
事
件
の
）
病
巣
を
探
り
、
さ
ら
な
る
悲

劇
を
防
ぐ
こ
と
に
、
政
府
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会

全
体
で
取
り
組
み
た
い
」
と
結
ん
で
、
冷
静
な

問
題
提
起
を
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。
大
家
連

は
各
方
面
へ
「
孤
立
」
へ
の
真
剣
な
取
り
組
み

を
訴
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
　
大
野
素
子
）

2021年12月24日
報道各社の皆様

公益社団法人　大阪府精神障害者家族会連合会
会長　倉町　公之

大阪市北区心療内科クリニック　放火殺人事件報道についてのお願い

　12月17日に大阪市北区の雑居ビル内のクリニックで25人の方が命を落とされた放火殺人事件の報道にふれ
て、犠牲者の方々がどれほど無念であったか、ただご冥福をお祈りするばかりです。

【地域の当事者・家族の思いにご理解を】
　事件報道の直後から、精神障害者を持つ家族や当事者から次々と不安と心配の声が寄せられてきました。
　「通院歴があると報道されるだけで身の縮む思いだ。怖くてテレビをつけられない」「自分たちはいつか
怖いことをする人たちだとおもわれる」などの動揺が伝わってきました。
昨今は精神疾患と障害を理解するための好意的な取材による番組が制作されるなど、以前より社会的な理解
も進みつつあります。
　ですが、精神疾患と事件のつながりの報道のたびに、前に進み始めた流れが逆流し、当事者や家族は
「やっぱり地域にいるのでなく入院していてくれないと」という無言の圧力を感じて辛く緊張してひっそり
暮らすことを余儀なくされてしまいます。当事者たちの病状を左右してしまうことにもなりかねません。肩
身の狭さで精神障害者や家族が追い詰められることがあってはなりません。
　つきましては以下について、切にお願い申し上げます。

１．精神疾患と障害への正しい理解による報道を
　事件と、精神疾患の安易な関係付けのないよう、精神疾患と障害の正しい理解に基づいて、慎重に正確な
取材による報道を切にお願いいたします。
　ソフト面では精神疾患と障害への無理解と偏見、いまだ十分とは言えない地域支援、孤立しがちな現実な
どの背景についても、報道にたずさわる皆様の冷静な取材と究明と理解をお願いしたいと思います。
　「障害があっても地域で当たり前に暮らすことができる」共生社会を進めるために、報道に携わる皆様に
は、精神疾患と障害を持つ人たちと、地域医療と当事者家族の地域の暮らしに優しい目を向けていただくこ
とができるよう念じて、ここにお願いする次第です。

２．安全性をふまえたビル管理と構造の対策につながる、取材と原因究明の報道を
　この度のような悲劇を繰り返さないためには、まずハード面で複数の避難口、スプリンクラー設置などビ
ル構造の改善など多方面からの検証と対策が進むよう慎重で多面的な検証報道を切にお願いする次第です。
この事件の恐怖から通院を控えることにならないよう、地域で偏見なく安心して医療を受けることができる
ことを願って、報道機関の皆様に理解をお願いする次第です。

北
新
地
の

  
ク
リ
ニッ
ク
放
火
殺
人
事
件
と
報
道
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障
害
の
娘
と
共
に

ペ
ン
ネ
ー
ム　

H
・
F

　

現
在
29
歳
の
娘
は
、
16
歳
の
時
に
家
に
引
き
こ
も

り
に
な
り
、
昼
夜
逆
転
の
生
活
が
始
ま
り
、
家
の
中

で
暴
れ
る
生
活
が
3
年
近
く
、
家
の
中
が
大
変
で
し

た
。
そ
の
後
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
軽

度
の
知
的
障
害
と
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
自
傷
行
為
が
は
げ
し
く
て
、
リ
ス
ト
カ
ッ

ト
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
飛
び
降
り
た
り
、
電
車
に
飛
び

込
も
う
と
し
た
り
、
私
は
食
事
も
で
き
な
い
し
、
夜

も
寝
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
日
が
続
き
、
フ
ラ
フ
ラ
に

な
り
な
が
ら
娘
を
み
て
い
ま
し
た
。
家
に
は
何
回
も

救
急
車
、
警
察
が
来
て
、
か
と
言
っ
て
入
院
さ
せ
て

も
ら
え
ず
、
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
も
う
限
界
の
時
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
救
急
車
を
呼
び
、
や
っ
と
の
事
で

入
院
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
ホ
ッ
と
し
た
の
も
束
の
間
、

2
日
後
に
は
病
院
を
脱
走
し
て
家
に
帰
っ
て
来
る
始

末
。
も
う
入
院
で
き
な
い
の
か
と
困
っ
て
い
た
時
、

当
時
つ
き
あ
っ
て
い
た
彼
氏
に
「
病
院
に
戻
り
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
、
し
ぶ
し
ぶ
入
院
す
る
事
に
な
り
、

そ
こ
か
ら
入
退
院
の
く
り
返
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

入
院
す
れ
ば
落
ち
着
く
か
と
思
い
き
や
、
退
院
し
て

帰
っ
た
と
た
ん
、
パ
ソ
コ
ン
を
投
げ
た
り
、
テ
レ
ビ

を
壊
し
た
り
、
あ
ば
れ
る
始
末
、
も
う
地
獄
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
通
信
制
の
学
校
に
通
う
事
に
な
り
、
入

院
し
な
い
と
登
校
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
特
例
で
、

病
院
か
ら
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
入
院

代
、
学
費
、
交
通
費
、
も
の
す
ご
い
お
金
も
か
か
り

ま
し
た
が
、
何
と
か
娘
に
高
校
を
卒
業
さ
せ
た
い
思

い
で
必
死
で
し
た
。
が
、や
は
り
そ
れ
も
続
き
ま
せ
ん
、

結
局
、
退
学
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
方
向
性
も
見

え
ず
、就
労
支
援
の
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
が
、

何
を
や
っ
て
も
ダ
メ
で
ド
ク
タ
ー
も
困
り
果
て
て
、

結
局
、
家
で
見
る
事
は
で
き
な
い
為
、
よ
う
や
く
今

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
せ
て
も
ら
え
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

　

支
援
の
場
も
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
入
所
し
て

か
ら
も
数
え
き
れ
な
い
程
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
に
帰
っ
て
来
な
く
て
行
方
不
明
に
な
り
、
何

度
も
警
察
に
行
方
不
明
届
け
を
出
し
に
行
っ
た
り
、

突
然
倒
れ
て
救
急
車
を
呼
ん
だ
り
、
パ
ニ
ッ
ク
発
作

で
は
だ
し
で
突
然
外
に
出
て
行
っ
て
帰
っ
て
来
な

か
っ
た
り
、
そ
れ
で
も
、
支
援
者
の
方
が
本
当
に
良

く
し
て
く
だ
さ
り
、
あ
の
子
と
根
気
よ
く
か
か
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
て
、
本
当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
も
何
で
こ
ん
な
事

ば
か
り
す
る
の
か
嘆
い
て
ば

か
り
い
ま
し
た
。
親
の
会
で

相
談
に
の
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

支
援
者
の
方
に
も
い
ろ
い
ろ

教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
自

分
な
り
に
勉
強
し
て
、
今
は

あ
の
子
が
私
に
人
生
の
真
髄

を
教
え
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
。

あ
の
子
が
い
な
か
っ
た
ら
、

人
を
う
わ
べ
で
判
断
す
る
よ

う
な
傲
慢
な
人
間
に
な
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
の
子
が
私
に
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
る
為
に
生
ま
れ

て
き
て
く
れ
た
ん
だ
、
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
も
相
変
わ
ら
ず
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
帰
っ
て

こ
な
く
て
行
方
不
明
に
な
っ
た
り
、
突
然
、
解
離
状

態
に
な
っ
て
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
り
し
ま
す
。
本
人

も
辛
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害

と
も
言
わ
れ
、
廻
り
を
ふ
り
ま
わ
し
ま
す
。

　

今
の
私
の
課
題
は
何
が
あ
ろ
う
と
一
喜
一
憂
す
る

こ
と
な
く
、
少
し
で
も
前
に
進
め
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

家
族
の
思
い

家
族
の
思
い

家
族
の
思
い

　

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
状
況
下
で
大
家
連
精
神
保
健
福

祉
講
座
や
他
団
体
の
講
演
等
も
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
と

な
り
、
今
後
更
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ（
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を

用
い
会
議
や
講
演
が
で
き
る
ア
プ
リ
）
を
多
用
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

を
使
っ
て
時
代
に
合
わ
せ
た
活
動
を
行
う
力
を
身
に

着
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
今
年
度
の
圏

域
交
流
会
は
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
を
大
阪

府
の
助
成
金
を
利
用
し
て
実
施
。
参
加
25
家
族
会
、

16
回
開
催
（
11
月
〜
12
月
）、
参
加
総
数
約
84
名
、

W
i
‐
F
i
環
境
の
あ
る
会
場
を
各
家
族
会
で
準
備

し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
各
自
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
基
本
操
作
か
ら
学
び
ま
し
た
。

講
師
は
「
N
P
O
法
人
き
ん
き
う
ぇ
ぶ
」
と
、「
コ
ー

ポ
ラ
テ
ィ
ー
バ
ま
い
ど
」
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
感
想
】

講
師
の
説
明
は
分
か
り
易
か
っ
た
。

理
解
で
き
た
の
で
練
習
し
ま
す
。

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
繋
が
る
こ
と
が
出
来
、
み
ん
な
で
拍

手
し
ま
し
た
。

仕
組
み
が
理
解
で
き
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

親
切
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

と
て
も
便
利
で
家
族
会
で
活
用
し
て
い
き
た
い
で

す
。

大
変
興
味
深
く
参
加
で
き
ま
し
た
。

個
別
に
教
え
て
下
さ
っ
た
の
で
理
解
し
や
す
か
っ

た
。

（
文
責　

佐
野
朋
慶
）

大
家
連
精
神
保
健
講
座

　

令
和
三
年
度　

圏
域
交
流
会

　
　
　
　
　
　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
セ
ミ
ナ
ー

大
家
連
精
神
保
健
講
座

　

令
和
三
年
度　

圏
域
交
流
会

　
　
　
　
　
　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
セ
ミ
ナ
ー
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一
九
九
六
年
五
月
一
日　

第
三
種
郵
便
物
承
認　

毎
月
（
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
の
日
）
発
行

□
□
□
　
編
集
後
記
　
□
□
□

▼「
長
生
き
す
る
と
い
う
こ
と
は
訃
報
を
た
く
さ
ん
受

け
る
と
い
う
こ
と
」
誰
か
の
言
葉
だ
っ
た
か
な
。

　

今
年
は
「
喪
中
欠
礼
」
が
十
通
に
達
し
た
。
彼
岸

に
去
っ
た
知
己
を
想
い
つ
つ
、
私
事
い
た
ず
ら
に
馬

齢
を
重
ね
て
米
寿
を
迎
え
る
。「
親
亡
き
後
」
の
当
事

者
の
生
き
様
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
良
い
年
で
あ
れ

か
し
と
願
う
越
年
で
あ
っ
た
。（

編
集
委
員　

奥
村　

昭
）

▼
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い
収
束
を
願
い
注
意
を
払

い
生
活
し
て
い
た
が
、
ま
さ
か
の
濃
厚
接
触
者
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
。
十
四
日
間
自
宅
待
機
で

結
果
待
つ
。
陰
性
で
ホ
ッ
と
す
る
も
今
度
は
唾
液
検

査
せ
よ
と
。
毎
日
検
温
し
気
分
は
薄
ら
寒
く
布
団
に

も
ぐ
る
日
々
。
陰
性
連
絡
が
入
り
心
ゆ
る
み
笑
顔
で

る
。
今
は
十
日
間
に
短
縮
さ
れ
た
と
は
い
え
、
決
し

て
短
く
は
な
い
。
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ

た
。
自
分
が
感
染
し
周
り
に
迷
惑
か
け
な
い
為
に
も

よ
く
考
え
て
行
動
し
た
い
で
す
。（

編
集
委
員　

Ｍ
・
Ｋ
）

▼「
お
う
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
早
1
年
、
1
歳
の

孫
の
お
喋
り
は
家
族
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
！

で
も
う
つ
病
の
パ
パ
の
口
か
ら
出
て
く
る
の
は
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
フ
レ
ー
ズ
ば
か
り
!

私
も
そ
ろ
そ
ろ
慣
れ
て
も
い
い
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ

り
し
ん
ど
く
な
る
。

い
・
つ
・
ま
・
で
聞
け
ば
い
い
の
〜
!!

（
編
集
委
員　

Ｋ
・
Ｉ
）

▼
オ
ミ
ク
ロ
ン
と
こ
の
寒
さ
で
、
自
粛
も
苦
で
は
な

編集人　公益社団法人大阪府精神障害者家族会連合会 会長 倉町 公之
連絡先　〒540-0006
　　　　大阪市中央区法円坂1-1-35
　　　　アネックスパル法円坂（Ａ棟4階）
　　　　Tel 06-6941-5797
　　　　Fax 06-6945-6135
　　　　ホームページ daikaren.org
　　　　だいかれん  で検索もできます
振込先　郵便振替　00970-4-72221
　　　　公益社団法人大阪府精神障害者家族会連合会
定　価　1部100円（大家連家族会費には購読料を含む）
発行人　関西障害者定期刊行物協会
　　　　大阪市天王寺区真田山町 2-2　東興ビル４階

2021年度の共同募金配分金54.1万円が決定し
ましたのでお知らせします。
共同募金の寄付による配分金でだいかれん誌の
発行が成り立っています。
寄付下さった皆さまに心よりのお礼申し上げます。
又、会員の皆さまには赤い羽根共同募金へのご協
力をお願いします

か
っ
た
私
も
、
さ
す
が
に
気
分
が
落
ち
込
み
ま
し

た
。
「
こ
れ
で
は
い
か
ん
！
」
と
近
所
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
を
う
ろ
う
ろ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

「
し
ま
む
ら
」（
洋
服
屋
さ
ん
）で
明
る
い
色
の
服
を

買
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
着
て
「
明
日
は
ど
こ
い
こ
!?
」

　

ど
ん
な
気
分
転
換
を
し
て
い
ま
す
か
？

（
編
集
委
員　

Ｄ
）

▼「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
再
編
に
反
対
」
の
署
名
活
動

に
は
、
多
く
の
家
族
会
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
（
感

謝
）。
し
か
し
、
署
名
の
集
約
に
つ
い
て
明
確
に
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
署
名
の
提
出
先
が
大
家
連

や
地
域
の
障
害
者
団
体
や
署
名
の
事
務
局
な
ど
に
分

か
れ
て
、
大
家
連
と
し
て
の
署
名
数
の
把
握
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
（
反
省
多
々
有
り
）。

（
編
集
委
員
・
会
長　

倉
町
公
之
）

年会費をいただきました。ありがとうございました。

大家連へのご支援、大変ありがとうございました。
（寄附）
3人分
賛助会費 （１口3千円/年）として

3口

2021年度の賛助会費報告

金岡中央病院
（匿名）
雑賀好子
久米田病院
三上裕司
近畿大学医学部精神神経科学教室
和泉丘病院
青葉丘病院
上島医院
仲宗根康江
うえのメンタルクリニック
小曽根病院
ながいクリニック
野崎クリニック
田中亜紀
石田クリニック
新川久義
かわすみクリニック
三家クリニック
キム診療所
大阪さやま病院
医療法人　遊心会
青谷クリニック
悠々会
東　泰敬
東布施辻本クリニック
メンタルクリニックおかだ
松浦直美
仲宗根康江
はしろクリニック
小林温
三家クリニック
野崎クリニック
京谷クリニック
中畑俊朗
西村クリニック
柏木美和子
松林　昇
堀江澄子
小池診療所
やまもとクリニック
足立康子
新川久義
中西クリニック
羽田信子
医療法人　いちえ
奥野　保
さわ病院家族会
中安輝雄

氏　　　名 地　域
堺 市
八 尾 市
泉 佐 野 市
岸 和 田 市
枚 方 市
大阪狭山市
和 泉 市
大阪狭山市
大阪狭山市
吹 田 市
東 成 区
豊 中 市
藤 井 寺 市
豊 中 市
阪 南 市
寝 屋 川 市
富 田 林 市
鶴 見 区
寝 屋 川 市
東 成 区
大阪狭山市
淀 川 区
高 槻 市
高 槻 市
泉 佐 野 市
東 大 阪 市
阿 倍 野 区
三 島 郡
吹 田 市
北 区
東 淀 川 区
寝 屋 川 市
豊 中 市
西 区
岸 和 田 市
東 大 阪 市
八 尾 市
大 阪 市
柏 原 市
豊 中 市
西 区
吹 田 市
富 田 林 市
旭 区
寝 屋 川 市
吹 田 市
茨 木 市
豊 中 市
門 真 市

30,000円
30,000円
3,000円
30,000円
10,000円
10,000円
10,000円
30,000円
10,000円
10,000円
10,000円
30,000円
10,000円
5,000円
10,000円
10,000円
5,000円
10,000円
10,000円
10,000円
30,000円
10,000円
10,000円
2,000円
1,000円
10,000円
30,000円
3,000円
10,000円
5,000円
3,000円
30,000円
5,000円
10,000円
5,000円
10,000円
10,000円
3,000円
2,000円
10,000円
10,000円
3,000円
5,000円
10,000円
3,000円
10,000円
10,000円
5,000円
3,000円

（令和3年11月11日～令和4年2月2日）
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